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第２回高砂市総合計画審議会（全体会） 

議事録【要 旨】 

 

開 催 日 時 平成 21 年７月３日（金） 午後２時 00分～午後４時 20分 

開 催 場 所 中央公民館兼伊保公民館 ３Ｆ 講堂 

会 長 近藤会長 

出 席 者 

稲田委員、柿木委員、中野委員、前田委員、山本委員、 

坂口委員、渡邊委員、田端委員、大鳥委員（代理 米澤） 

北野委員、國分委員、中井委員、松本委員、森本委員、 

紙谷委員、砂川委員、近藤委員、玉田委員 

赤木委員、伊保委員、大上委員、喜始委員、山名委員、米田委員、 

石原委員、辻委員、谷口委員、髙岡委員（代理 横山） （以上 28 名） 

欠 席 者 足立委員、伊藤委員 （以上２名） 

議 事 

（１）審議会の運営 

（２）課題審議 

その他 

（１）市民・事業所アンケートについて 

資 料 

１．審議会スケジュール表              （資料１） 

２．審議会委員一覧表 （部会編成表）        （資料２） 

３．事務局体制表（幹事会、企画総務部、コンサルタント）一覧表 

（資料３） 

４．基礎調査資料                  （資料４） 

  （１）社会経済環境の整理 

  （２）地域特性の整理分析 

  （３）行政サービスの水準等の分析 

  （４）将来フレームの検討 

５．財政状況について                 （資料５） 

６．行政改革の取組みについて             （資料６） 

７．第３次高砂市総合計画 現況と課題         （資料７） 
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議        事        の        経        過 

発 言 者 発 言 の 要 旨 

 １１１１．．．．開会開会開会開会    

     

 ２２２２．．．．副市長副市長副市長副市長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

     

副市長 大変お忙しいなか、ご出席いただいた。 

５月 29 日に第１回審議会を開催し、その後、６月５日に正副会長、また

正副部会長による小委員会を開催し、この審議会の開催スケジュール、ある

いは運営についてご協議いただいた。まずは高砂市が抱えている課題につい

ての審議からスタートさせていただきたい。 

８月からは３つの部会に分かれ、総務、建設経済、文教厚生それぞれの分

野についてのご審議をしていただく予定である。委員の皆さまには、忌憚の

ない、また活発なご意見をお願いして、開会の挨拶とさせていただく。よろ

しくお願いする。 

  

 会長会長会長会長あいさつあいさつあいさつあいさつ    

     

会長 ただいま副市長からご挨拶がございましたが、お暑いなか、またお忙しい

なかお集まりいただいた。 

前回、５月 29 日に審議会が無事立ち上がり、正副会長が決まり、骨格が

できたところである。過日６月５日には部会の小委員会を開催し、今後のス

ケジュール等を決定した。今日、説明させていただく。 

それから本題の総合計画について、現状における課題について、今日、デ

ータ等でご説明させていただく。最後までよろしくご審議、ご協力いただく

ようお願いする。 

  

 ３３３３．．．．委員紹介委員紹介委員紹介委員紹介（（（（変更分変更分変更分変更分））））    

  

事務局 辞任 連合自治会推薦の白川委員。 

 就任 連合自治会推薦の前田委員。    

  

 ４４４４．．．．議題議題議題議題        

  

会長 出席 28 名、欠席２名で、審議会条例第５条第３項の規定により過半数が

出席しているため、会議は成立していることを報告する。それでは本日の議

題の１．審議会の運営について事務局からご説明いただく。 

     

事務局 議題１．審議会の運営について事務局より説明。 

資料（１）、追加資料（２） 
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会長 

 

 

 

会長 

 

６月５日開催の小委員会で決定されたスケジュールについて説明いただ

いた。何かご意見はあるか。 

 

（意見なし） 

 

ないようであれば、このスケジュールに基づいて、審議会、全体会、部会、

小委員会を進める。 

次に、今後の運営について事務局から説明。 

  

事務局 追加資料（２）、資料（３）について説明。 

  

会長 

 

 

会長 

運営の仕方について説明いただいた。意見はあるか。 

 

（意見なし） 

 

ないようなので、いまの説明のとおり運営を進める。 

次に、２．課題審議について事務局から説明。まず資料（４）について説

明をいただき、次に資料（５）から（７）までの２部構成で説明する。まず

資料（４）の説明願う。 

  

事務局 資料（４）について説明。 

  

会長 前半部分は日本全国共通の社会経済環境、あるいは社会経済的な潮流につ

いて。後半部分は高砂市の総合計画と他の市町村との比較であった。これに

ついて意見、質問等あるか。 

  

委員 行政サービス水準等の分析について、神戸市を除く兵庫県下 28 市のくも

の巣グラフが出ているが、最大値と最小値の市町名を明記してほしい。高砂

市はどこの市をモデルにしていくかを知るためにも必要と感じる。 

  

事務局 数値と市町村名がわかる資料を次回までに用意する。 

  

会長 最大値、最小値については市町名を明記するか、もしくはわかるような表

現にしてほしい。そのほか何か質問はあるか。 

   

委員 地域特性の整理分析について、例えば 15 ページの運輸では、トラックが

減少しているとあるが、減少の原因のわかる詳細なデータがほしい。16ペー

ジの事業所数の推移、あるいは出荷額等の推移の表を規模別にすれば、高砂

市の地域特性がもう少しはっきり出るのではないか。商業も同じく、やはり

２分類か３分類かの規模別の分析が必要ではないか。 

     

会長 トラックが減少している理由は何か。もう一点は、産業の分析も企業規模
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別に見たらもう少し事情がわかるのではないかという２点の指摘を受けた。

いかがか。 

  

事務局 トラックの減少理由のわかる資料は持ち合わせていない。調査し、あらた

めて報告する。事業所別、規模別についても調査し、検討する。 

     

会長 可能な限り対応願う。 

  

委員 13 ページに「本市に常住する通学者のうち」とあり、14 ページには「本

市に在住し市内に通学している」という表現があるが、13ページは、高砂市

に住んでいる人で通学している人という意味か。 

  

事務局  市内に住んでおるという状況で、意味は同じであり、左側が高砂市発、右

側が高砂市着ということでご理解いただけたらと思う。 

  

委員 この資料は、総合計画を策定していくうえで、委員の皆さんに現状把握し

てもらうためにつくったのか。 

  

事務局  そうだ。 

  

委員 総合計画の文案は当局でつくるのか。 

     

事務局  そうだ。 

  

会長 資料、データ、基本構想等は事務局が作成、提出し、審議会委員はそれに

対して意見を述べるということである。 

  

副会長 福祉分野について、一人暮らしの高齢者や保育所の待機児童について明記

されていない。介護サービス事業や知的障害者についても、各部署ではつか

んでいると思われるので、市民生活、市の状況がわかるような統計資料を今

後検討いただきたい。 

  

会長 今日は全体共通理解のためのデータが出されていると理解したらいいの

か。各部会では詳細なデータが見られるのか。 

  

事務局 本日は全体的なことを説明した。部会で詳細な審議をしてもらう。部会に

はできるだけ詳細なデータを出していく。本日は、全体的な説明になるため、

ここですぐに何ができるというものではない。資料について不明点、詳細な

資料が欲しいというご要望等があれば、連絡してほしい。 

  



 5 

委員 環境について、いまは３Ｒの取り組みだけではなく、エコポイントやカー

ボンオフセットもある。次の資料には、それらを入れてほしい。３Ｒという

のは、ちょっと時代遅れである。 

  

事務局 本日は第２次の循環型社会形成の基本的なことを示した。新しい情報は、

随時提供していきたい。 

  

委員 新しい取り組みを盛り込んでほしい。 

     

事務局 審議のなかでそういった状況があれば提供していく。 

  

会長 26ページ４．将来フレームの検討～高砂市人口推計～とあるが、本来、フ

レームと人口推計は別物だと思う。将来フレームとは、高砂市の将来人口を

こうしたいというということで、一つしかないはずだ。だから、フレームと

いう言葉はまだ使わないほうがよいのではないか。将来人口推計だけでいい

と思う。 

次に、資料５について事務局から説明願う。 

  

事務局 資料５について説明。 

  

会長 市の財政状況について、今後５年間の中期計画を説明いただいた。質問、

指摘等あるか。 

  

委員 改善計画についての説明がなかったが、どうするのか。改善は見込めない

のか。努力すべき点、もしくは改善点はあるのか。そのへんの考え方を説明

いただきたい。 

  

事務局 歳入に見合う歳出というかたちの予算計上をしていかなければならない。

また、職員数の定員適正化、行政のスリム化も必要であると考えている。 

  

委員 30ページ「中期財政計画」の扶助費と特別会計の繰出金が、平成 25年度

に両方とも上昇している。ほかは下がっているのに、この２項目が上昇して

いるのはどういうことか。 

  

事務局 扶助費については、今後、年々増加が見込まれるため 21.5 パーセントと

している。繰出金については、25年は下水道特別会計の平準化債が借りられ

ないことが原因で額が増加した。 

  

委員 この会の在り方について確認したい。予算に関しては、行政と各機関に任

せて、この会議では、予算、財政状況を頭の中に入れながら、みんなででき

ることを考え、意見を出し、提案し、立案していくべきではないか。この会

は予算について話し合う場ではない。苦しい財政状況を理解しつつ、打開策
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を話し合って、積極的な会にしたい。 

  

会長 財政の問題については…。 

  

委員 市税の内訳、そして財源は何なのかを皆目わからない私たちが、その次の

段階のことを提案することはできない。まず知識を得て、その上で次の話を

すべきだと思う。市税の内訳について教えてほしい。また、法人関係では、

どのような税金が入ってくるのか。そういった説明がなされるとわかりやす

い。 

  

事務局 市民税には個人と法人がある。固定資産税は、土地と家屋と償却資産。そ

れから、軽自動車税、市たばこ税、都市計画税もある。特に法人税は、景気

の後退によって高砂市もかなり影響を受けているのは事実である。 

  

会長 全体会では、財政はフレーム的に理解して各課題について議論すればいい

と思う。行財政改革が総務部会のテーマに入っているので、そこではもう少

し数字の中身の議論がなされることを期待する。まだテーマが残っているの

で次の議題に移る。質問、意見はのちほど伺う。 

次は行政改革の取り組みについて説明願う。 

  

事務局 資料６について説明。 

  

会長 これは第 1部会のテーマなので、第１部会にお願いする。 

第３次総合計画の現状と課題について説明願う。 

  

事務局  資料７について説明。 

  

会長 現行の第３次総合計画のデータは、第４次の報告書のどこかに入るのか。

第３次総合計画の現況と課題として、この文章自体が次の報告書に入るかど

うか。 

  

事務局 報告書には載せることは考えている。 

  

会長 各テーマについて、各部会で検証しながら第４次総合計画につなげてほし

い。次に、市民アンケートについて説明願う。その他ということで一括して

お願いする。 

  

 ５５５５．．．．そのそのそのその他他他他    

  

事務局 その他について説明。 

  

会長 アンケートはこれが確定版である。この内容で実施させていただく。 
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予定していた項目は終了。質問等あるか。 

  

事務局 次回は、３部会を８月７日金曜日に開催を予定している。いよいよ３部会

に分かれて審議である。時間は午後２時から。正式に決まったら案内通知を

送付する。 

  

会長 次回、８月７日午後２時から南庁舎で開催される。出席願いたい。これに

て本日の議事は無事終了した。 

  

 ６６６６．．．．閉会閉会閉会閉会    

  

副会長 本当に今日はたくさんの意見を、聞かせていただいた。次回は 11 月とい

うことで、非常に寒い時期になるが、持ち寄った意見を見て、一人一人が暖

かいなというようなものになるように、８月以降、部会を頑張っていきたい。

よろしくお願いする。 

  

副会長 今日は、いくつかいろんな人の報告があり、そのなかで現在の延長線上に

今回、いくつか計画されている。しかし、できれば思い切った発想があって

もいいのかなと。いままでの延長線上にないような、大胆な発想を持って、

部会でどんどん新しいアイディアを盛り込めればと思う。よろしくお願いす

る。 

  

会長 最後に大変素晴らしい意見をいただいた。できるだけ前向きなビジョンや

理念を持ちながら前へ進んでいきたい。それでは、散会ということで。 

  

事務局 このあと、第１部会を開催する。開催場所は会議室４となる。 

 （終了） 

  

  

 


